
文

法
(
生
成
文
法
を
中
心
と
し
て
ア
メ
リ
カ
言
語
学一
般)

一 、
は
し
が
き

法

日
本語生
成
文
法は、
欧
米
系の
学者よ
りは、
むし
ろ日
本人
の
学者に

よ
る
英
文の
論
文が
主
流と
なっ
て
発展した
とい
え
る。
ζ
れ
ら
の
中
に

は、
乙
の
文
法理
論の
新しい
方
向を
作
り出
す
動機に
な
るよ
うな
すぐ
れ

た
もの
も
あ
る。
乙
の
た
め
に、
日
本語の
研
究が
生
成
文
法
全
体の
流れの

中に、
多
少と
も
位置づ
け
られて
来た
とい
う
感じ
が
する。
過
去二
年間

に、
国内・
圏外で
発
表さ
れた
日
本語生
成
文
法の
業
蹟をふ
り
返っ
て
見

る
場
合に、
あ
まり
時
代のへ
だた
りを
意
識し
ない
の
は、
こ
の
よ
うな
事

情に
よ
る
もの
だ
ろ
う。

構
造
主
義日
本語文
法
も、
日
本語
研
究に
かな
りの
影
響を
及ぼ
してい

る。
本
稿の
標題
か・り
すれ
ば、
と
れらを
も
対
象に
し
な
け
れば
な
らない

の
だ
ろ
うが、
紙
数の
関
係で
主と
して
生
成
文
法に
関
係
する
もの
に
限定

し
な
け
れば
な
らな
かっ
た。

一
般
的
背
景

文

(1)

 

現
段
階の
生
成
文
法は、
チョ
ム
ス
キ
ーの
b
GRHM
。\h
t
吋
君。
ミ

井

上

子

和

。\
匂-YWHhaH
を
出
発
点として、
そ
の
後の
発展
方
向をた
ど
り
な
が
ら
論

(2)

 

じ
な
け
れば
な
らない。
み
也尽な
は
句句、aba守
句、宮内定、な
と、
ζ
れ

に
続く
業
蹟に
示された
研
究
方
向に
対して、
あ
らまし三つ
の
根
本的な

手
直し
を
してい
る。

一一
|a
新しい
方
向の一
つ
は、
と
れ
まで
あ
ま
り明確に
さ
れてい
な

かっ
た
深
層
構造と
表層
構造の
概
念を
明
らかに
したと
とで
ある。
そ
し

て
前
者が
意
味解
釈を
決
定し、
後
者は
音
韻部門の
入力
を
与
え
る
だ
け

で、
意
味解
釈に
関
与
し
ない
と
仮
定さ
れてい
る。
乙
の
仮
説は、
統
合
部

門か
ら
与
え
られた
情報を
もとに
して
作
用
する
意
味解
釈規
則の
公
式化

の
た
め
に
望ましい
と
考え
られた。
そ
れば
か
りで
は
な
く、
英
語に
関し

て、
否
定
変形・
疑問
変形・
命令
変形な
ど・
任意に一
つ
の
文に
作用し

て、
そ
の
意
味を
変え
る
変形が
必
ずし
も適
当で
ない
乙
と
が
明
らかに
さ

(3)

 

れた
ζ
と
も
原因してい
る。
日
本語につ
い
て
も、
初期の
生
成
文
法は、

伎
役
変形・
受
身
変形・
可
能
変形な
ど
の
任意
変形を
設け、
「させ」
「ら

れ」
「
ら
れ・
れ」
な
ど
の
形
式素をつ
け
加えた
り、
そ
の
他必要
な
変
化

を
行っ
た。
ζ
のよ
うな
任意単
純
変形が
不
適切で
あると
と
は、
変形の

結
果つ
け
加え
ら
れ
る
形
式素に、
当
時の
文法の
わ
くぐ
みで
は、
範
晴
名
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をつ
けると
と
がで
き
ない
とい
う
点に
もあっ
た。
た
と
えば、
使
役
変形

の
結
果つ
け
加え
られる
「させ」
に
は、
動
詞・
他
動詞・
下一
段の
活
用

型を
持つ
動
詞、
とい
う
情報
は
与え
ら
れな
かっ
た。

人占師、内町な
で
深
層
構
造だ
けが
怠
味解
釈を
決
定
する
とい
う
仮
説を
立て

てい
るζ
と
は、
変
形
は
意
味を
変えない
と
仮
定してい
る乙
とに
な
る。

そ乙
で、
新
しい
わ
くぐ
みで
は、
ど
ち
らに
して
も不
備で
あっ
た
任
意
単

{4)

 

純
変
形を
排し、
英
語の
否
定
文・
疑
問
文・
命
令
文な
ど
は、
基
底
部の
規

則で
生
成さ
れた
抽
象記
号
||た
と
え
ば、
Z市開(白神戸〈叩)・
ρ(E2
Eロ)­

H(B
宮gz
Z)
||を
選ん
で
取
れば、
必
要な
変
形が
適
用さ
れて
生
成
さ

れ
る
と
するこ
と
が
提
案
さ
れてい
る。

一一
lb
手
直し
の
第二
と
して
埋めζ
み
の
問題が
ある。
さ
きに
述べ

た
日
本語の
使
役
文・
受
身
文・
可
能
文な
ど
を
任意
単
純
変
形で
生
成
する

の
は
不
適
当で
あっ
た。
し
か
し二
|a
で
述べ
た
英
語の
場
合の
よ
うに、

こ
れ
らの
文を
作る
ため
の
合図として
抽
象記
号を
設
ける乙
とで
は、
問

題の
解
決に
な
らない。
むし
ろ、
基
底
部の
規
則に
よっ
て
文
法
範
暗へ
の

所
属
関
係が
すで
に
明
らかに
さ
れてい
る
「させ」
「られ」
な
ど
を
持
つ

文の一
定の
位
置に
他の
文を
埋め乙
む
仕
組みに
し
な
け
れば
な
らない。

乙
の
よ
うな
構
造
は
補
文
構
造と
呼ば
れ
る
もの
で、
英
語に
も
多種
ある。

ω
H
g
g
a
立g
s
h守内
定、
」志
氏自・

ω
「私は
彼に
自
分の
考
えを
捨て
させた。」

ω
ω
で
は
斜
体お
よ
び
傍
線の
部
分
がそ
れぞ
れ
別の
文、
ω
出。
宮
Z

E司
ゲ広
三g
と、
ω
「
彼が
自
分の
考え
を
捨て
た
よ
の
埋めζ
みに
よ

る
もの
と
考え
ら
れ
る。

以
上の
よ
うな
文は、
初
期の
文
法で
は、
の口書、(補諮)
とい
う
抽
象記

号が
選
択
さ
れた
場
合に、
他の
文をζ
の
位
置に
埋めζ
む
変
形を
適
用し

て
生
成された。
関
係
筋も
河ミ
とい
う
抽
象記
号の
位
置に
他の
文が
捜

め
乙
ま
れ
た

。
(
乙
の
よ
う
に
二
つ
の
記
号
列
に
作
用
す
る
変
形
を
一

般
変
形
と
呼
ん

だ。)
kr宮内と
で
は
上
記のよ
うな一
般
変形を
排して、
他の
文が
埋めζ
ま

(5)

 

れる
位
置に
直接に
初
期記
号S
が
基
底
部の
規
則に
よ
り
生
成さ
れると
と

に
なっ
てい
る。
また、
と
の
ほ
かに、
文の
名
詞
化も初
期の
文
法の
よ
う

に、
名
詞
化
変形とい
う
任意一
般
変形に
頼ら
ずに、
名詞
句の
中に
埋め

と
ま
れたS
(名詞句補文)
としてい
る。
と
の
よ
うに、
補
語・
関
係
節・

名詞
化さ
れた
文を
持つ
構造は、
S
を
他のS
の
中に
埋めと
ん
だ
基
底
構

造に
よっ
て
妥当な
説明がつ
く。

一
方、
等
位構造の
場
合は、
そ
の
長
さに
上
限が
な
い
の
で〈つ
まり、

(6)

 

文を無限に等位連接できるので)、
反
覆適
用で
き
るよ
うに
公
式化
し
た一

般
変形が、
乙
の
面に
対して
自
然な
説明を
与え
るよ
うに
恩
わ
れる。
と

のと
と
か
ら
考えて、
一
般
変形を
すべ
て
排
すると
と
の
是
非
に
つ
い
て

は、
さ
らに
研
究が
必
要で
あ
る。

一一
|C
最
後は、
名
詞・
動詞な
ど
の
語
実類の
下
位分
類に
関
する
問

題で
ある。
初
期の
文
法で
は、
た
とえば、
動詞は
目的
語を
取る
か
ど
う

かに
よっ
て、
他
動詞と
自
動詞に
分
類さ
れ、
さ
らに、
位
置格や
方
向辞

を
取る
か
ど
うかな
どの
規準を
使っ
て、
次
第に
細か
く下
位
分
類さ
れて

い
た。
そ
の
上、
動詞は
主
語の
名詞
句か
らの
選
択制
限を
受ける。
他
動

詞の
場
合は、
乙
れに
加えて、
目的
語か
ら
も
制
約を
受ける。
た
と
えば

*
(7)

 

同「そ
の
建
物が
死ん
だ。」

*

 

附「そ
の
建
物が
道
路を
叱っ
た。」

な
ど
で
は、
主
語と
目的
語が
動詞に
対し
て
課
する
選
択制
限が
破られて

い
る。
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以
上
の
よ・つ
な
選
択
制
限
は、
一
見
怠
味
論
の
問
題
の
よ
う
に
見
え
る
が、

た
と
え
ば、
名
詞
の
意
味
の
中
で
「
有
生」
と
か
「
無
生」
と
い
う
乙
と
が
文

法
上
の
役
割
を
持っ
て
い
る
言
語
は
少
く
な
い。
英
語
の
代
名
詞
も
そ
の一
例

で
あ
る。
そ
の
他、
従
来
意
味
の
問
題
と
し
て、
文
法
論
で
取
り
上
げ
な
かっ

た
た
め
に、
説
明
が
核
心
を
つ
か
な
かっ
た
と
恩
わ
れ
る
構
造
は
必
ず
し
も
少

く
な
い。

ζ
れ
ら
の
乙
と
か
ら、
語
葉
類
の
意
味
が
文
法
に
か
か
わ
り
を
持
つ
場
合
が

多
い
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い。
そ
う
す
る
と
次
に、
文
法
範
鴎
を
与
え
な

が
ら、
文
の
枝
分
か
れ
構
造
を
示
し
て
行
く
成
分
構
造
規
則
を
使っ
て
下
位
分

類
を
あ
ら
わ
す
の
が
適
切
か
ど
う
か
の
問
題
が
で
て
く
る。
そ
も
そ
も、
下
位

類
相
五
の
関
係
は、
大
き
な
構
造
か
ら
小
さ
な
構
造へ
と
順
次
に
枝
分
か
れ
し

て
行
く
よ
り
は、
む
し
ろ
同
時
に
い
く
つ
か
の
種
類
に
属
す
る
関
係
に
あ
る
ζ

と
が
多
い。
あ
る
動
詞
は、
他
動
詞
で
あ
る
と
同
時
に
方
向
辞
を
取
り、
「
有

(8)

 

生」
の
主
語
を
取
る
類
に
属
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る。
そ
乙
で
新
し
い
わ

く
ぐ
み
で
は、
成
分
構
造
規
則
を
使
わ
な
い
で、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
業
項
目
を、

音
形
だ
け
で
は
な
く、
文
法
上・
意
味
上
の
特
徴
表
記
か
ら
成
る
複
合
婆
素
と

し
て
あ
ら
わ
す。

一
九
六
八
|
六
九
年
に
お
け
る
日
本
語
生
成
文
法

法

一一一
l
a
二
l
a
で
述べ
た
方
向
づ
け
の
結
果、
深
層
構
造
が
文
の
意
味
を

すべ
て
決
定
す
る
と
い
う
仮
説
に
基
づ
く
議
論
と、
原
則
と
し
て
と
の
仮
説
を

認
め
る
と
し
て
も、
意
味
を
変
え
る
変
形
の
可
能
性
ゃ、
表
層
構
造
が
意
味
解

釈
に
関
与
す
る
可
能
性
を
認
め
る
立
場
か
ら
の
議
論
が
見
ら
れ
た。
前
者
の
立

場
で
は、
b
e
Rhh
で一ホ
さ
れ
た
深
層
構
造
に
よっ
て
は、
意
味
論
上
の
問
題

が
解
決
で
き
な
い
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ、
深
層
構
造
表
記
を
捨
て
て、
意
味

文

表
記
か
ら
各
種
の
変
形
に
よっ
て、
表
層
構
造
が
導
か
れ
るべ
き
で
る
る
と
の

(9)

 

見
解
が
あ
ら
わ
れ
た。
乙
の
考
え
を
代
表
す
る
の
は
マ
ツ
コ
l
レ
ー
で
あ
る。

ζ
の
議
論
は、
倒
的仰
の
例
文
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
選
択
制
限
が
語
梁
項
目
の
意

味
か
ら
来
る
乙
と、
代
名
詞
の
使
用
は
そ
の
指
示
物
が
同一
で
あ
る
と
い
う
意

味
上
の
こ
と
が
ら
に
よっ
て
決
定
さ
れ
る
と
と、
与旬、
Rhh
の
深
層
構
造
で
は

取
り
扱
え
な
い
意
味
解
釈
上
の
問
題
が
あ
る
乙
と
な
ど
に
よっ
て
支
え
ら
れ
て

い
る。
た
と
え
ば、
「
花
子
は
あ
の

割削引引川剖刈
か
ら
電
話
が
あっ
た
と

き口っ
て
い
た。」
の
傍
線
の
部
分
は、
花
子
が
言っ
た
か、
話
者
が
つ
け
加
え

た
か、
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
が、
乙
の
ニ
義
性
を

kgy円む
の
深
層
構
造
で

説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

以
上
の
考
え
は、
主
と
し
て
英
語
を
素
材
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
て、
日
本

語
で
の
と
の
方
向
の
研
究
は
ま
だ
公
け
に
さ
れ
て
い
な
い。

深
層
構
造
H
意
味
表
記
の
考
え
を
受
け
入
れ
な
い
に
し
て
も、
前
者
だ
け
が

意
味
を
決
定
す
る
と
の
考
え
に
立
て
ば、
表
層
構
造
か
ら
次
第
に
か
け
離
れ
た

深
層
構
造
が
仮
定
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
よ
り
深
い
深

(叩}

層
構
造
の
例
を
レ
l
コ
フ
か
ら
引
ζ
う。111叫副J
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J-

明
吋
z
szn伺
同r-nr
g
a-

「
ソ
1
ス
が
濃
く
なっ
た」
は
仰
の

深
層
構
造
をっ
て
い
る。
そ
し
て
仰

に
埋
め
と
ま
れ
た
S
を
W
の
後
に

動
か
し、
-川
の
代
り
に、
埋
め
と
ま

れ
た
S
の
主
語
任。
窓口no
を
置
い

て、
も
と
の
同ro
gE
8
を
消
し、

同OH
と
Ho
g
-も
消
す
と
と
に
な

る。
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問
題
は
刷
か
ら
最
終
的
に
puro口
止
を
導
く
に
は、
抽
象
記
号

O
C
を
吾Rr
で
置
き
か
え、
g
を
つ
け
加
え
る
操
作
が
必
要
な
乙
と

J
次
N

十日引
け円
で
あ
る。

さ
ら
に、
倒
』orロ
骨
Enr
s
a
各市
gzn0・
「
ジ
ョ
ン
が
ソ
l
ス
を
浪
く

し
た」
は
他
動
詞
構
造
で
あ
る
が、
ζ
の
深
層
構
造
は
帥
で
あ
ら
わ
さ
れ
る。

(lO)í2 

c/) 

巴.... �・含 -- z一一台

〈℃ 

τ芋干
のト甘く 〈>;:0 C:::O 
c/) 

〉叶トー噌〈
、巴一一」

Z同M

IllIlli-
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一

111\lill-

U

ZHU

〈句

\\/
/

\\」///

各自
由伊ロロ由
向。円
件。

〈
件
}ユ口rmロ

川仰
は
帥
か
ら-U
の
か
わ
り
に
Fm
g口no
を
置
き、
同OHHO
を
消
し
て、

手
正円四ロ
を
抽
象
記
号
の
代
り
と
し
て
立
て、
も
と
の
円
Enr
g
を
消
す
手

続
き
で
生
成
さ
れ
る。
と
の
よ
う
に、
形
容
詞
と
自
動
詞
(同
古
島l
手
Eaロ)、

自
動
詞
と
他
動
詞(仲
立nr
SI
P-nroロ)
を
関
係
づ
け
て
い
る
と
と
は
有
意
義

だ
が、
乙
の
た
め
に、
始
発
動
詞
化
や
他
動
詞
化
を
合
図
す
る
抽
象
記
号
を
設

け、
か
な
り
無
理
な
変
形
を
立
て
て
い
る
乙
と
は
問
題
・と
さ
れ
る
と
乙
ろ
で
あ

る。一
方、
日
本
語
の
事
情
は、
同
様
の
構
造
に
対
し
て
MW
K
似
た
深
層
構
造
を

設
定
す
る
に
十
分
な
根
拠
を
与
え
る。
な
ぜ
な
ら、
か
な
り
多
く
の
場
合
に、

他
動
詞・
自
動
詞・
形
容
詞
を
表
わ
す
形
式
素
を
分
離
す
る
と
と
が
で
き
る
の

で、
基
底
構
造
と
し
て
自
動
詞・
他
動
詞・
形
容
詞・
そ
し
て
形
容
動
詞
の
区

別
の
つ
く
前
の
共
通
の
形
式
素
を
設
定
し、
そ
れ
を
他
動
詞
形
式
素・
自
動
詞

形
式
索・
形
容
詞
形
式
素
な
ど
を
持
つ
文
に
埋
め
と
む
ζ
と
が
無
理
な
く
で
き

る
か
ら
で
あ
る。
次
に
述べ
る
「
格
文
法」
の
考
え
を
生
か
し
な
が
ら、
と
の

(日)

方
法
で
日
本-語
の
構
造
を
研
究
し
た
も
の
が
井
上
和
子
(一
九
六
八)
で
あ
る。

と
の
論
文
か
ら一
例
を
あ
げ
る
と、
ω
「
仕
事
が
始
まっ
た」
と、
同
「
父

が
仕
事
を
始
め
た」
は、
同
川仰
の
深
層
構
造
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
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(13) 命題 \ 

名詞句 動詞句
I ^ 一

仕事(が) :文核 問

名詞句述語 |
I I I 

仕事hazim a 

帥
同
で
「
文
核」
と
言
う
の
は、
ま
だ
名
詞
勾
が
主
語
に
な
る
か、
目
的
語

に
な
る
か
決
まっ
て
い
な
い
し、
述
語
も
自
動
詞
か・
他
動
詞
か・
形
容
詞
か

・
形
容
動
詞
か・
名
詞
で
あ
る
か
も
決っ
て
い
な
い
で、
た
だ、
述
語
と
他
の

{M}

 

要
素
の
関
係
概
念
だ
け
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る。
「
命
題」
は、

主
語・
目
的
語・
位
置
格
な
ど
が
決
ま
る
段
階
で
あ
る
が、
乙
れ
が
時
制
辞
を

持
つ
文
の
中
に
埋
め
ζ
ま
れ
て
は
じ
め
て、
ω
帥
の
文
が
で
き
上
る。

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
文
法
関
係
に
つ
い
て、
詳
細
な
研
究
を
し
て
い
る
の

(間以)
は、
フ
ィ
ル
モ
ア
ー
で
あ
るo
b同
宮内な
の
深
層
構
造
は、
主
語・
述
部
な
ど

の
文
法
的
機
能
を
直
接
に
あ
ら
わ
さ
な
い。
そ
し
て、
た
と
え
ば
文
に
直
接
支



法

配
さ
れ
た
名
詞
句
が
主
語
と
い
う
文
法
的
機
能
を
持
つ
と
定
義
す
る。

同
、H，
Z
ZH
a
g
E・
「
箱
が
開
い
た」

同
』orロ
O
宮口
包
吾巾
gH
5
壬
白
宮山、・
「
ジ
ョ
ン
が
鍵
で
籍
を
開

け
た」制

〉
r
a
a
g
E
手巾
σoH・
「
鍵
で
箱
が
闘
い
た」

フ
ィ
ル
モ
ア
l
は
右
の
三
つ
の
例
文
で、
。
宮ロ
と
VOH
お
よ
び
Z
U7と

の
関
係
が
同
じ
で
あ
る
乙
と
に
注
目
し、
深
層
で
は
基
本
的
文
法
関
係
だ
け
を

示
し、
変
形
に
よ
っ
て
主
語
を
立
て
る
操
作
を
す
る
と
と
を
提
案
し
て
い
る。

そ
し
て
乙
の
よ
う
な
基
本
的
文
法
関
係
を
「
格」
と
し、
「
行
為
者
格」
「
目
的

格」
「
与
格」
「
助
格」
な
ど
を
定
め
て
い
る。
各
動
詞
に
は、
ど
の
よ
う
な
格

を
取
る
か
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
前
記
の
例
の
口
宮ロ
は、
「
目
的
格」

を
必
ず
取
り、
「
行
為
者
格」
と
「
助
格」
は
任
意
に
選
択
で
き
る。
例
文
帥

で
は、
「
目
的
格」
だ
け
が
選
ば
れ、
同
で
は、
「
行
為
者
格」
「
目
的
格」
「
助

格」、
帥
で
は、
「
目
的
格」
と
「
助
格」
が
選
ば
れ
て
い
る。
そ
し
て、
こ
れ

ら
の
格
が
主
語
に
な
り
う
る
可
能
性
が一
般
的
な
取
り
決
め
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
て、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
が
変
形
に
よ
っ
て、
そ
の
構
造
の
中
に
主
語
を
得
る

と
と
に
な
る。

日
本
語
で
も、
乙
の
「
格
文
法」
の
考
え
に
従
わ
な
け
れ
ば、
説
明
の
つ
か

な
い
も
の
が
少
く
な
い。
た
と
え
ば、
帥
「
私
は
父
か
ら
本
を
貰っ
た」
帥

「
父
が
私
に
本
を
く
れ
た」
に
お
い
て、
「
本
を
与
え
た」
の
は
父
で、
「
本
を

貰っ
た」
の
は
私
で
あ
る。
つ
ま
り、
文
の
表
面
上
の
構
造
は
違
う
が、
乙
の

基
本
的
関
係
は
変
ら
な
い
の
で
あ
る。

フ
ィ
ル
モ
ア
i
の
「
格
文
法」
で
は、
述
語
が
示
し
う
る
文
法
関
係
||
す

な
わ
ち
「
格」

ーー
を
すべ
て
深
層
構
造
の
P
8
(
命
題)
に
支
配
さ
れ
る
格

範
鳴
と
し
て
い
る。
し
か
し、
英
語
で
も
日
本
語
で
も、
文
(
ま
た
は
命
題、
ぁ

文

るい
は
そ
れに
類
す
る
もの)
が
何
重
に
も
埋
め
乙
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り、
埋

め
乙
み
が
起
る
た
び
に、
すべ
て
の
「
格」
が
影
響
を
受
け
る
と
は
限
ら
な
い

{凶)

ζ
と
に
注
目
すべ
き
で
あ
る。
少
く
と
も
日
本
語
で
は、
ど
く
限
ら
れ
た
「
格」

が
埋
め
こ
み
に
よ
る
文
構
成
に
参
加
す
る。
た
と
え
ば、
帥
闘
の
埋
め
乙
み
操

作
を
経
て
伺
が
で
き
上
り、
ま
た
制
か
ら
埋
め
ζ
み
に
よ
っ
て
帥
が
で
き
る。

帥
私
は
市
場
で
母
の
た
め
に
牛
乳
を
買っ
た。

同
父
が
私
に

耐割引

閣制州制凶
牛
乳
を
買
わ
せ
た。

帥
私
は
父
に
市
場
で
母
の
た
め
に
牛
乳
を
買
わ
せ
ら
れ
た。

帥
私
に
は
市
場
で
母
の
た
め
に
牛
乳
が
買
え
な
かっ
た。

以
上
の
例
文
の
傍
線
を
引
い
た
句
が、
主
体
文
中
の
文
法
関
係
に
よ
っ
て、

助
詞
に
変
化
を
受
け
る
が、
波
線
の
部
分
は
常
に一
定
し
て
い
る。
こ
の
よ
う

な
研
究
は、
埋
め
乙
み
の
結
果
自
動
的
に
「
が」
が
「
に」
に
変っ
た
り、

「
に」
と
「
か
ら」
が
自
由
に
交
替
す
る
と
し
た
過
去
の
生
成
文
法
の
不
備
を

補っ
て、
よ
り
深
い
段
階
で
構
造
の
違
い
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

(げ}

る。
な
お、
原
田
信一
(一
九
六
八)
は、
「
格
文
法」
を
用
い
て
の
日
英
語
の
比

較
で
あ
る。

次
に、
「
意
味
を
変
え
る
変
形」
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て、

{川崎)

k山
寺町内診
の
仮
説
に
対
す
る
手
直
し
を
迫っ
た
の
が、
黒
田
成
幸〈一
九
六
五)

で
あ
る。
日
本
語
に
関
し
て
は、
係
助
詞
「
は」
の
機
能
を
正
し
く
説
明
す
る

に
は、
と
れ
を
付
加
変
形
に
よ
っ
て
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ζ
と
を
論
じ

て
い
る。
ど
の
よ
う
な
種
類
の
変
形
が
「
意
味
を
変
え
る」
の
か、
表
層
構
造

も
意
味
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か、
な
ど
の
問
題
が

(悶)

当
然
お
と
っ
て
来
る。
そ
し
て
現
在
乙
の
方
向
に
も
議
論
が
進
ん
で
い
る。

理
論
上
の
問
題
は
さ
て
お
い
て
も、
日
本
語
で
は
「
主
題
と
主
語」
に
つ
い

て
の
議
論
は
相
変
ら
ず
続
い
て
い
る。
乙
の
期
に
は、
臨
r
糞
太
郎(一
九
六
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八)
が
あ
る。
こ
の
論
文
は
帥
の
よ
う
な
二
重
主
語
文
に
対
し
て
新
し
い
試
み

を
し
て
い
る。

帥
「
美
沙
子
は、
横
顔
が
美
し
い」

帥
に
お
い
て、
「
総
主
語」
(
美
沙
子)
に
対
し
て
「
小
主
語」
(
横
顔)
が
所
属

関
係
に
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て、
制
を
基
底
構
造
と
し
て
主
題
化
変
形
に
よ
っ

(引)

て
伺
を
導
く
と
と
は、
乙
れ
ま
で
に
試
み
ら
れ
た
と
と
が
あ
る。

帥
「
美
沙
子
の
横
顔
が
美
し
い」

し
か
し、
た
と
え
ば
伺
の
「
大
阪」
と
「
物
価」
の
聞
に
所
属
関
係
が
な
い

た
め
に、
制
に
は
闘
の
よ
う
な
基
底
構
造
を
設
け
る
ζ
と
に
な
る。

制
「
大
阪
は、
物
価
が、
安
い」

帥
「
大
阪
で、
物
価
が、
安
い」

ζ
れ
で
は、
同
様
の
構
造
に
違っ
た
説
明
を
つ
け
る
乙
と
に
な
る
の
で
好
ま

し
く
な
い。
そ
ζ
で、
乙
の
論
文
で
は
伺
の
「
美
沙
子
は」
の
基
底
と
し
て、

場
所
や
場
合
を
あ
ら
わ
す
副
詞
句
を
仮
定
す
る。
(た
だ
し、
と
の
副
詞
句に
あ
ら

わ
れ
る
助
詞
の
音
形
は
必
ず
し
も
定
め
て
お
く
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
J

倒
「
妻
は、
お
金
が、
い
る」

次
に
側
は
「
お
金
が」
と
い
う
「
対
象
格」
を
持
つ
文
で
あ
る
が、
「
委
は」

は、
従
来
か
ら
「
委
に」
に
由
来
す
る
も
の
と
さ
れ
て
来
た。
A1
伺
の
「
美
沙

子
は」
が、
場
所
ま
た
は
場
合
を
あ
ら
わ
す
副
詞
句
に
由
来
す
る
と
す
れ
ば、

倒
の
「
妻
は」
に
対
す
る
従
来
の
解
釈
と
も一
致
す
る
乙
と
に
な
る。
た
だ

し、
倒
は
「
大
阪
で
は、
物
価
が、
高
い」
と
も
言
え
る
し、
倒
も、
倒
「
妻

*

 

に
は、
お
金
が、
い
る」
と
言
え
る
の
に
対
し
て、
闘
は
「
美
沙
子
に
は、
横

顔
が、
美
し
い」
と
は
言
え
な
い。
乙
の
乙
と
は、
二
つ
の
構
造
の
差
を
示
し

て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

「
主
語」
に
関
し
て、
生
成
文
法
で
は、

(勾)

一
部
の
論
文
を
除
い
て

すべ
て

の
文
の
主
語
を
あ
ら
わ
す
助
詞
を
「
が」
と
し、
主
題
化
に
よゥ
て
「
は」
を

付
加
す
る
や
り
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
来
た。

(目白)久
野
噂
(一
九
六
九)
ω
ω
ω
で
は、
「
は」
「
が」
「
を」
「
に」一
で」
の
意

味
特
徴、
お
よ
び
統
合
特
徴
に
つ
い
て、
す
る
ど
い
洞
察
を
見
せ
て
い
る。
そ

の
中
で、
動
作
動
詞
と、
状
態
の
変
化
を
あ
ら
わ
す
形
容
詞
と
形
容
動
詞
が、

主
語
と
し
て
「
が」
を
取
る
と
主
張
し
て
い
る。
例
と
し
て、
削
「
手
紙
が
来

た」
闘
「
空
が
あ
か
い」
な
ど
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る。
た
だ
し、
動
作
動

詞
の
類
別
は
簡
単
な
と
と
で
は
な
い
と
と、
状
態
の
変
化
を
あ
ら
わ
さ
な
い
状

態
動
詞
(金
田一
春
彦
氏のい
わ
ゆ
る
「
第
四
種の
動
詞」)
で
も、
「
が」
を
取
る
も

の
が
あ
る
と
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い。
闘
コ扇
い
山
が
そ
び
え
て
い
る」
凶

「
道
が
曲っ
て
い
る」
な
ど
で
あ
る。

さ
ら
に、
ζ
の
論
文
で
は、
主
題
化
変
形
の
対
象
に
な
る
名
詞
勾
は、
そ
の

談
話
の
中
で
既
出
の
名
詞
か、
総
称
名
詞、
太
陽
や
月
の
よ
ラ
な
特
定
の
も
の

{お)

{お)

を
あ
ら
わ
す
名
詞、
特
定
の
指
示
物
を
あ
ら
わ
し、
し
か
も
限
定
さ
れ
た
名
詞

を
持
つ
も
の
で
あ
る
と、
指
摘
し
て
い
る。
た
と
え
ば
闘
は
文
法
に
か
なっ
た

文
で
あ
る。
と
ζ
ろ
が、
闘
は
不
特
定
の
名
詞
句
が
主
題
と
さ
れ
た
た
め
に、

文
法
に
か
なっ
て
い
な
い。

岡
「
た
く
さ
ん
の
人
が、
パ
ー
テ
ィ
に
来
た」

岡
「
た
く
さ
ん
の
人
は、
パ
ー
テ
ィ
に
来
た」

主
題
の
「
は」
の
ほ
か
に、
対
照
を
あ
ら
わ
す
「
は」
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る。

「
が」
に
つ
い
て
は、
上
記
の
動
作
動
詞
な
ど
の
主
語
を
あ
ら
わ
す
「
が」、

特
筆
の
「
が」、
対
称
格
の
「
が」
の
三
穫
に
分
け
て
い
る。
そ
の
中
で、
「
存

在」
の
意
味
の
「
あ
る」
を
対
象
格
の
「
が」
を
取
る
動
詞
と
し
て
い
る
の
は

面
白
い。
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間
「
ぼ
く
は、
ζ
ど
も
が
あ
る
/
な
い」

「
あ
る」
は
状
態
を
あ
ら
わ
す
動
詞
で
あ
る
か
ら、
「
わ
か
る」
「
み
え
る」

「
で
き
る」
な
ど
の
状
態
動
詞
と
と
も
に、
対
象
格
の
「
が」
を
取
る
と
い
う

議
論
で
あ
る。
筆
者
に
は、
聞
と
闘
が
と
も
に、
闘
の
よ
う
な
基
底
構
造
を
持

っ
と
考
え
る
方
が
よ
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る。

同
「
ぼ
く
は、
ζ
ど
も
が
い
る
/
い
な
い」

岡
「
ぼ
く
に、
と
ど
も
が
あ
る
/
い
る」

そ
し
て、
「
あ
る」
と
「
い
る」
は、
主
語
が
「
無
生」
か
「
有
生」
か
と

い
う
と
と
で
使
い
分
け
ら
れ
る
と
同
時
に、
主
語
が
特
定
の
も
の
を
指
す
か、

あ
る
い
は
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
い
る」、
そ
う
で
な
い
場
合
に
「
あ
る」

が
使
わ
れ
る
と
す
る
方
が
よ
い。

同
「
昨
日
訪
ね
て
来
た
人
が
あ
り
ま
す」

凶
「
昨
日
訪
ね
て
来
た
人
が
い
ま
す」

闘
で
は
「
訪
ね
て
来
た
人」
を
限
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら、
「
あ
る」

が
使
わ
れ
て
い
る。
一
方、
凶
は
「
訪
ね
て
来
た
人」
そ
の
人
が
い
る
と
言っ

て
い
る
の
で
あ
る。
(
制の
「い
る」
を
「
ある」
と
同
義に
使
う
人が
あ
る。
そ
の

場
合は
ω
は
二
様の
解
釈
を
受
け
る。)
闘
で
は
「
子
供」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と

不
特
定
に
述べ
て
い
る
が、
闘
で
は、
「
自
分
の
子
供」
と
い
う
特
定
の
も
の

を
頭
に
描
い
て
い
る。

こ
の
論
文
は、
草
稿
の
段
階
の
も
の
で
は
あ
る
が、
有
意
義
な
洞
察
を
含
ん

で
い
る
の
で、
あ
え
て、
ζ
乙
で
紹
介
し
た。

{幻)黒
田
成
幸
(一
九
六
八・
一
九
六
九〉
は
未
完
で
あ
る
が、
主
誌
の
あ
る
文
と

な
い
文
と
の
構
造
を、
「
も」
「
だ
け」
「
さ
え」
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
よ

う
と
し
て
い
る。

一一一
1b

井
上
和
子
(一
九
六
九)
は、
出
版
年
月
か
ら
言
え
ば、
乙
の
時

文

期
の
も
の
で
は
あ
る
が、
生
成
文
法
と
し
て
は
古
い
わ
く
ぐ
み
に
よ
る
も
の
で

あ
る。
た
だ
し、
ζ
の
論
文
が、
日
本
語
の
多
く
の
構
造
を
埋
め
こ
み
変
形
に

よっ
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
点
は
現
在
も
変
ら
な
い。

乙
の
項
で
は、
補
文
構
造、
受
身
構
造、
名
詞
化
構
造
お
よ
び
関
係
節
を
取

り
扱
い、
最
後
に
等
位
構
造
に
つ
い
て
述べ
る。

(お)

(勾)
{初)

一一一
lv
ロ
l
ゼ
ン
パ
l
ム、
梶
田、
ロ
ビ
ン、
レ
lコ
フ
な
ど
K
よっ

て、
補
文
構
造
の
詳
細
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る。
ζ
れ
ら
は、
動
詞
句
に
直

接
埋
め
と
ま
れ
た
S、
主
語
ま
た
は
目
的
語
の
名
詞
匂
に
埋
め
と
ま
れ
た
S、

前
置
詞
句
に
埋
め
と
ま
れ
た
S
を
規
定
し
て、
英
語
な
ど
に
見
ら
れ
る
種
々
の

構
造
の
違
い
を
説
明
し
て
い
る。
(
山間
仰
は
そ
の
例で
ある)

日
本
語
に
つ
い
て
は、
と
れ
ま
で
動
詞
句
に
S
が
直
接
埋
め
と
ま
れ
た
構
造

(幻)

だ
け
が
取
り
扱
わ
れ
て
来
た。
橋
本
蔦
太
郎
(一
九
六
七)
で
は、
た
と
え
ば、

従
来
凶
闘
の
分
析
を
受
け
て
い
た
幽
闘
を、
同
聞
の
よ
う
に
主
語
K
S
が
埋
め

こ
ま
れ
た
構
造
と
し
て
説
明
す
る。

同
「
美
沙
子
は、
や
さ
し
す
ぎ
る」

凶
「
セ
ル
ロ
イ
ド
は、
も
え
や
す
い」

(お}凶
a
「
美
沙
子
は
のO
B唱
す
ぎ
る」

b
「
美
沙
子
は
や
さ
し
い」

同
a
「
セ
ル
ロ
イ
ド
は
のO
B司
や
す
い」

b
「セ
ル
ロ
イ
ド
は
燃
え
る」

闘

っ
つ
美
沙
子
が
や
さ
し
い〕S
す
ぎ
る]S

附
[S〔S
セ
ル
ロ
イ
ド
が
も
え
る]S
や
す
い]S

と
の
分
析
に
よ
れ
ば、
主
語
と
目
的
語
に
埋
め
と
ま
れ
た
S
の
構
造
が
対
照

し
て
い
る
も
の
と
し
て、
同
闘
の
よ
う
な
も
の
を
説
明
す
る。

(お}倒
a
「
夕
刊
が
す
り
あ
が
る」
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b

つ
つ
ム
が
夕
刊
を
す
る
乙
と]S
が
あ
が
る]S

凶
a
「
夕
刊
を
す
り
あ
げ
る」

b

勺
ム
が
つ
夕
刊
を
す
る
と
と]s
を
あ
げ
る]S

乙
の
論
文
で
は、
受
身・
可
能・
自
然・
尊
敬
を
あ
ら
わ
す
「
れ
る・
ら
れ

る」
の
構
造
も、
主
語
に
S
が
埋
め
ζ
ま
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る。
そ
し
て

「
れ
る・
ら
れ
る」
は、
単
に
「
事
実
の
発
生」
を
意
味
す
る
だ
け
で、
可
能

・
受
身
な
ど
の
意
味
は、
「
誰
か
に(
とっ
て)」、
ま
た
は
「
誰
か
に(よっ
て
ど

と
い
う
副
詞
句
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よっ
て
定
ま
る
と
し
てい
る。

(U凋)

次
に
副
詞
が
埋
め
こ
み
文
に
・由
来
す
る
と
い
う
説
が、
黒
田
成
幸
(一
九
六

八
三
な
ど
に
よっ
て
出
さ
れ
て
い
る
が、
日
本
語
に
つ
い
て
乙
の
問
題
を
扱

(お}

っ
て
い
る
の
は
橋
本
糞
太
郎(一
九
六
八b)
で
あ
る。
こ
ζ
で
は、
副
詞
を一

(お)

つ
の
文
法
範
鴎
と
考
え
な
い
で、
「
動
詞・
形
容
詞・
形
容
動
詞
の
連
用
形
も

含
め
て
すべ
て、
動
詞
に
対
す
る、
何
ら
か
の
は
め
と
み
文
に
由
来
す
る」
と

し
て
い
る。
ζ
の
や
り
方
で、
多
義
性
に
対
し
て
か
な
り
自
然
な
説
明
が
で
き

る
も
の
が
あ
る
し、
ζ
の
方
向
で
の
副
詞
の
研
究
は
有
効
だ
と
思
わ
れ
る。
し

か
し、
ζ
乙
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
すべ
て
の
副
詞
と
副
詞
句
の
解
法
が
説
得

力
を
持っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い。

受
身
文
に
は、
い
わ
ゆ
る
「
は
た
迷
惑」
の
受
身
と、
単
な
る
受
身
が
あ

る。
ζ
の
二
つ
を
区
別
す
る
た
め
に、
前
者
を
動
詞
句
補
文
構
造
と
し、
後
者

を
英
語
と
同
様
に一
つ
の
記
号
列
内
の
要
素
の
移
動
に
よっ
て
生
成
す
る
と
と

(幻)
が、
ハ
ワ
l
ド
に
よっ
て
提
案
さ
れ
て
い
る。
た
だ
し、
日
本
語
で、
要
素
の

移
動
が
統
合
的
意
味
を
持
つ
ζ
と
が
少
い
の
で、
乙
の
方
向へ
の
研
究
は
余
り

有
意
義
だ
と
は
恩
わ
れ
な
い。

{お)

一一一
l
V

文
の
名
詞
化
と
関
係
節
の
研
究
と
し
て
は
牧
野
成一
三
九
六

九)
が
あ
る。
ζ
れ
は、
一
九
六
八
年
に
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
提
出
さ
れ
た
博
士

論
文
に
手
を
加
え
た
も
の
で、
最
近
の
理
論
に
即
し
た
研
究
で
あ
る。
と
乙
で

名
詞
化
構
造
を
z
gl周
一回、i
zo
v向。
関
係
節
を
如何下l
ZO
去
と
し、
さ

ら
に
前
者
を
抽
象
形
式
名
詞
「
の」
「
乙
と」
を
持
つ
構
造
と、
「
の」
「
乙
と」

を
除
い
た
他
の
形
式
名
詞
を
持つ
構
造
に
わ
け
で
説
明
し
て
い
る。
そ
し
て、

「
の」
「
と
と」
を
持
つ
名
詞
句
が
すべ
て
の
動
詞
の
主
語、
ま
た
は
目
的
語
と

は
な
ら
な
い
の
で、
ζ
れ
を
基
準
に
し
て、
動
詞
(
形
容
詞
を
も
含
む)
と
形
容

動
詞
を
分
類
し
て
い
る。
し
か
し、
動
詞
の
意
味
特
徴
に
よ
る
分
類
を
し
た
方

が、
他
の
統
合
特
性
と
関
連
さ
せ
て、
よ
り一
般
的
な
説
明
が
で
き
る。
次
に、

「
の
で
あ
る」「
の
だ」
の「
の」
を、
女
性
が
使
う
終
助
詞「
の」
と
と
も
に、
乙
の

種
類
の
名
詞
化
と
し
て
い
る
の
は
た
し
か
に一
つ
の
方
向
で
あ
る。
た
だ
し、

「
の
で
あ
る」
を
ヌ
色白
石一
つ
と
し
て
取
り
扱
う
方
法
と
の
得
失
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る。
ま
た、
乙
の
論
文
で
は、
井
上
和
子(一
九
六
四)
な
ど
と
同
様
に、

述
部
縮
少
規
則
を
作っ
て、
刷
の
よ
う
な
「
の」
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る。

倒
「
台
所
に
い
る
姉
さ
ん」
削
「
台
所
の
姉
さ
ん」

し
か
し、
ど
の
よ
う
な
述
部
が
縮
少
の
対
象
に
な
る
か
に
つ
い
て、
綿
密
な

研
究
が
必
要
で
あ
る。

次
に、
関
係
節
は、
等
位
連
接
さ
れ
た
二
つ
の
文
か
ら
派
生
す
る。
ま
ず
抽
象

TEJ

 

位
等
接
続
記
号
ω
を
削
除
し、
同一
の
二
つ
の
名
詞
の
二
番
目
の
も
の
に、
限
定

化
変
形
(ロ
色ロ
E
820口)
を
か
け、
最
初
の
名
詞
を
ゼ
ロ
代
名
詞
化
す
る。

TEJ

 

倒
[h
ジ
ョ
ン
が
料
理
を
昨
日
作っ
た]h
印
〔h
料
理
は
お
い
し
かっ

た]h

YEJ

 

闘
か
ら
印
を
削
除
す
る。
次
に
「
料
理」
が
同一
名
詞
な
の
で、
円切
の
「
料

理」
に
[
+
り叩出jロ止命]
が
つ
く。
次
に
円切
の
料
理
が
&
の
最
後
に
来
て
闘
に

な
る。
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法

っ
た〕h

nu
の
「
料
理」
が
消
去
さ
れ
て
闘
が
で
き
る。

倒
〔h門h
ジ
ョ
ン
が
昨
日
作っ
た]h
料
理
は
お
い
し
か
っ
た〕匂
(た
だ

し 、

乙
乙
で
は 、

円ぬ
が
&
の
中
に
埋
め
と
ま
れ
る
構
造
変
化
は
公
式
化
さ
れ
て
い
な
い

。)

以
上
の
よ
う
に、
限
定
化
と
代
名
詞
化
に
よっ
て、
関
係
筋
を
説
明
す
る
方

(鈎)

法
は、
黒
田
成
幸
こ
九
六
八b)
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る。
(
た
だ
し、
英
語

で
願
行
代
名
詞
化
の
と
と
ろ
が 、

日
本
語
で
は
逆
行
代
名
詞
化
に
な
る

。)

た
だ
こ
の
方

法
で
は
凶
凶
の
よ
う
な
文
の
説
明
が
つ
か
な
い。
す
な
わ
ち、
刷
が
「
昨
日
訪

ね
て
来
た
そ
の
人」
の
意
味
の
場
合
に、
「
人」
は
〔
+
U冊目
巳H
乙
で
あ
る
か

ら、
限
定
化
変
形
で
説
明
が
つ
く。
と
こ
ろ
が
闘
で
は「
人」一
は[
l
U冊目ロFH
乙

で
あ
る。
ζ
の
た
め
に、
限
定
化
変
形
を
制
限
す
る
必
要
が
で
て
く
る。
関
係

筋
に
修
飾
さ
れ
る
名
詞
の
〔
Hr
U四回
忌
芯]
の
特
徴
は、
関
係
節
全
体
の
意
味

が
予
測
(咽同冊目
石町0
5
5ロ)
を
あ
ら
わ
す
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
や、
関
係
節

中
の
動
詞
の
種
類、
時
制、
宮O色色
な
ど
に
よっ
て
規
定
さ
れ
る
と
と
が
多

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で、
乙
の
方
向へ
の
精
密
化
が
必
要
で
あ
る。

各
詞
化
構
造
で
も
関
係
節
で
も、
埋
め
乙
ま
れ
る
文
は
平
叙
文
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い。
乙
の
論
文
で
は、
文
特
徴
を
設
け
て、
ζ
の
制
限
を一
般
的
に
示

そ
う
と
し
て
い
る。
日
本
語
の
疑
問
文、
命
令
文
な
ど
は
終
助
詞
に
よっ
て
示

さ
れ
る
の
で、
と
の
点
だ
け
を
考
え
る
と、
文
特
徴
は
不
必
要
に
恩
わ
れ
る。

し
か
し、
敬
譲
表
現
の
と
と
を
も
考
え
合
わ
せ
る
と、
と
の
や
り
方
の
方
が
す

ぐ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

(ω}

 

ロ
ス
(一
九
六
七)
は、
変
形
の一
般
的
制
限
に
関
す
る
研
究
で
あ
る。
牧

(H剖)

{位)

野
(一
九
六
九)
は、
そ
の
中
の
複
雑
名
詞
句
制
限
と、
等
位
接
続
構
造
制
限

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る。
乙
れ
に
よ
る
と、
前
者
は
日
本
語
に
う
ま
く
あ
て

は
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
る。
乙
の
制
限
は
まっ
た
く
不
必
要
な
の
で
も
な
い
の

文

だ
が、
一
般
的
規
則
性
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い。
後
者
も、
日
本
語
で
は
あ
て

は
ま
ら
な
い
と
し
て
い
る。
し
か
し
等
位
接
続
詞
「
て」
と、
時
間
的
順
序
を

あ
ら
わ
す
「
て」
(「
て
か
ら」
の
意
味)
と
を
混
同
し
て
い
る
た
め
に
規
則
性
が

見
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る。

三
lV

等
位
構
造
の
長
さ
に
上
限
は
な
い。
一
般
変
形
を
排
し
て、
ど
の

よ
う
な
新
し
い
規
則
を
設
け
る
か
に
つ
い
て
の一
般
的
な
議
論
は
出
て
い
な

い。
そ
れ
よ
り
も、
等
位
構
造
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
異
質
の
構
造
を
含
ん
で
い

(MM)

 

る
乙
と
が
指
摘
さ
れ、
と
れ
に
関
す
る
研
究
が
精
密
に
なっ
た。
た
と
え
ば、

闘
の
基
底
構
造
と
し
て、
岡
闘
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い。

岡
「
ジ
ョ
ン
と
メ
ア
リ
l
が
会っ
た」

也市!岡
「
ジ
ョ
ン
が
会っ
た」

*

 

間
「
メ
ア
リ
ー
が
会
っ
た」

一
方
同
は
岡
闘
の
二
通
り
に
解
釈
で
き
る。

倒
「
ジ
ョ
ン
と
メ
ア
リ
ー
が
来
た」

倒
「
ジ
ョ
ン
と
メ
ア
リ
ー
が
別
々
に
来
た」

剛
「
ジ
ョ
ン
と
メ
ア
リ
ー
が一
緒
に
来
た」

闘
の
意
味
は、
「
ジ
ョ
ン
が
来
た」
「
メ
ア
リ
l
が
来
た」
の
二
文
が
等
位
連

接
さ
れ
た
構
造
に
由
来
す
る
と
考
え
て
よ
い
が、
剛
と
闘
で
は
等
位
連
接
さ
れ

た
名
詞
句
が
主
語
と
し
て
働
い
て
い
る
と
い
う
考
え
が
あ
る。
(叫}

日
本
語
に
関
し
て、
同
様
の
研
究
を
独
自
に
行っ
た
も
の
が、
奥
津
敬一
郎

(一
九
六
七〉
で
あ
る。
ζ
れ
に
よ
る
と
基
本
的
に
三
つ
の
「
と」
が
あ
る。

制
「
太
郎
が
花
子
と
結
婚
し
た」
(
対称
関
係の
「
と」)

岡
「
太
郎
と
花
子
が
(
いっ
しょ
に)
来
た」
(「
共
に」
の
「
と」)

岡
「
太
郎
と
花
子
が
(
別々
に)
来
た」
(「
並
列」
の
「
と」〉

レ
l
コ
フ
な
ど
の
研
究
で
は、
刷
と
闘
が
等
位
名
詞
句
構
造、
闘
は
等
位
文
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構
造で
あ
る。
し
か
し、
刷
と
闘
は、
奥津の
よ
うに
区
別
すべ
きで
あ
ろ

う。
またレ
lコ
フ
で
は、
同か
ら刷
を
生
成
する
が、
乙
れにつ
い
て
も問

題
が
あ
る。(
奥
津
は
制
か
ら
附
を
生
成
す
る。)

同
「太
郎と
花子が
結
婚した」

{一時広哲
弥(一
九六六)
は、
並
列
助
詞の
意
義
索の
研
究で
あ
る
が、
乙

れに
対して、
β
野
障〈一
九六七・一
九六八)
が
表一層

暫定
た
よ
る
意
義

由来の
研
究が
無意
味で
ある
と
論じ、
レ
lコ
フ
な
ど
の
研
究をもとに
し
て

議
論を
展
開してい
る。
さ
らに、
奥津と
同
様に、
対
称
関
係
の
「と」

と、
「共に」
の
「と」
を
区
別
すべ
きζ
と
を
論じ、
前者を
等
位
名
詞
句

構
造と
し、
後
者は、
等
位
文
構
造か
ら、
同
じで
きご
と
を
表わ
す
述
語
動

詞が
消
去さ
れた
特に
で
き
る
構
造と
考えてい
る。
また、
前
述
の
よ
う

に、
レ
lコ
フ
な
ど
の
方
法に
よ
る
と、
た
と
え
ば
嗣
か
ら
刷
が
派
生さ
れ

る。
ζ
れは、
闘の
等位
要
素
「
花子」
が
等
位
構造か
ら取り出
さ
れる
の

で
あ
る。
久
野は、
こ
の
よ
うな
変形は、
等
位
構造に
対する一
般
的
制
限

に
合わ
ない
もの
だ
と
し
てい
る。
「格
文
法」
の
観
点か
ら
し
て
も、
刷
か

ら
闘を
生
成
する
方が、
一
般
性を
示
すと
とに
な
ろ
う。
久
野は、
「と
会

う」
「に
会う」
に
お
ける
「と」
と
「に」
の
違い
につ
い
て
も、
す
ぐ
れ

た
洞
察を
示し
てい
る。

一一一
lc
語
実
項目の
特
徴
表
記の
た
め
に
は、
語
集の
意
味
特
徴の
研
究

が
急
務で
ある
が、
いづ
れの
言
語で
も、
あ
ま
り
急
速に
進ん
でい
る
と
は

言え
ない。
寺
村
秀
夫(一
九六八)
は
名
詞の
下
位
分
類に
関
連して、
「
実

質性」
「モ
ノ
性」
「卜コロ
性」
「有
情」
「非
情」
「コ
ト
性」
「
相
対
性」

「形
容詞
性」
につ
い
て
考
察してい
る。
ζ
れ
らが、
ど
の
よ
うな
統
合
特

性として
あ
らわ
れるか
を
綿
密に
研
究する乙
と
が
必
要で
あ
ろ
う。

(川崎)ベ
デル
(一
九六八)
は、
生
成
文
法理
論を
通し
て
見
た
「
国
学」
の
理

論
的
研
究で
ある。
時間的
制
約のた
めに、
てい
ね
い
に
読むζ
と
がで
き

な
かっ
た
が、
「
国学」
を
多くの
角
度か
ら検
討し、
山田
孝
雄、
時
枝
誠

起へ
の
影
響をた
どっ
た
もので、
国語
学の
理
論
的
研
究と
し
て独
特な
位

置を
占め
てい
る。
(川崎)

(問叫}

以
上の
他に、
間接話
法、
日
英
語の
共通の
基
底
構造を
扱っ
た
もの
な

ど、
将
来の
方
向を
示
唆する
研
究が
あるが、
紙
数の
関係で
残
念な
が
ら

割
愛し
な
け
れば
な
らな
かっ
た。
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i主(1)
のYO
B
S-
20
3・
ES-
h
弘
主
;
T
Z
38
ミ
弐
句SE
a­

O曲目宮丘町0・
冨曲師国-H
宮
司
pg目・

(2)
のro百件一uJ
ZO白8・戸田町斗・
匂YWHH島町h風向
句、RhRZh・
.吋「叩
出世間口品川

富OEHOロ・

(3)
たとえば、
ωgxy
MN-ny阻止
何-
HUB-
入山
叶4w-ぬま\。、.2bhsshに

hth町、w
o\
ε『ぬ、
SSF
Cロ司gr-2ra
ph・
〉・
吋r22・
ca
s
aq

o同
吋叩
盟国・

(
4

)

基
底
部
の
規
則
は 、

文
法
範
暗唱
と
成
分
構
造
と
を
記
述
す
る
も
の
で

、

文
脈
自
由
型
成
分
構
造
規
別
で
あ
る

。

(
5)

S
は
「
文
」

を
あ
ら
わ
し 、

最
初
の
基
底
部
規
則
の
左
辺
に
あ
ら
わ
れ

る
記
号 、

す
な
わ
ち
初
期
記
号
で
あ
る

。

(
6

)

一

般
変
形
と
反
覆
適
用
に
つ
い
て
は

、

弁
上
和
子
訳・
注
「
変
形
文
法
」

お
|

旬 、

お
よ
び
脚
注 、

初
(
*)
を
参
照
さ
れ
た
い

。

(
7

)

*
は
「
文
法
に
か
な
わ
な
い
文
」

の
印
で
あ
る

。

(
8
)

井
上
和
子 、
「
生
成
文
法
統
合
論
E
」
『
乙
と
ば
の
宇
宙
』
一

九
六
八 、

九
月、
七
九
頁
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